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児
童
虐
待
と
は
、
親
（
親

に
代
わ
る
養
育
者
）
が
、

子
ど
も
の
心
や
身
体
を

傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長
や
発
達
を

妨
げ
る
行
為
の
こ
と
で
す
。た
と
え
、

親
の
愛
情
に
よ
る
「
し
つ
け
」
と
し

て
の
行
為
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て

心
身
が
傷
つ
け
ら
れ
る
行
為
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
「
虐
待
」
で
す
。

　　
虐
待
は
、次
の
4
つ
に
分
け
ら
れ
、

複
数
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待
…
殴
る
・
蹴
る
・
首

を
し
め
る
・
体
を
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
・
火
傷
を
負
わ
せ
る
な
ど

②
心
理
的
虐
待
…
暴
言
や
脅
迫
。
極

端
な
無
視
や
、
き
ょ
う
だ
い
間
の

差
別
な
ど
（
配
偶
者
な
ど
に
対
す

る
暴
力
を
見
せ
る
こ
と
も
含
ま

れ
ま
す
）

③
養
育
の
拒
否・
放
置
（
ネ
グ
レ
ク

ト
）
…
食
事
を
与
え
な
い
。
家
や

車
に
放
置
す
る
。
病
気
や
け
が
を
し

て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

④
性
的
虐
待
…
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

強
要
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
な
ど

　　
平
成
28
年
度
中
に
全
国
2
1
0

か
所
の
児
童
相
談
所
が
児
童
虐

待
相
談
と
し
て
対
応
し
た
件
数

は
、
前
年
度
（
平
成
27
年
度
）
よ

り
1
万
9
千
2
8
9
件
多
い

12
万
2
千
5
7
5
件
。
平
成
2
年

の
調
査
開
始
以
来
26
年
連
続
で
増
え

続
け
、過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

中
で
も
暴
言
や
脅
し
な
ど
子
ど
も
の

心
を
傷
つ
け
る
「
心
理
的
虐
待
」
が

急
増
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
全

体
の
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
近
所
づ
き
あ
い
が
少
な
く
地
域
と

の
関
係
が
希
薄
な
家
庭
や
、
実
家
か

ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
り
す
る
た

め
に
親
や
親
せ
き
の
助
け
を
受
け
に

く
い
家
庭
な
ど
、
孤
立
し
た
育
児
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

す
。
そ
の
結
果
、
悩
み
を
一
人
で
抱

え
て
し
ま
い
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
虐
待

に
及
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
22
年
度
に
宇
美
町
の
児
童
福

祉
担
当
が
児
童
虐
待
相
談
と
し
て
対

応
し
た
件
数
は
1
件
で
し
た
。以
降
、

毎
年
増
え
続
け
、
平
成
29
年
度
に
は

29
件
。
相
談
件
数
の
増
加
は
一
概
に

悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
生

活
に
つ
い
て
、
周
囲
の
大
人
の
関
心

が
高
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
子
ど

も
に
関
わ
る
関
係
機
関
の
連
携
が
進

ん
だ
結
果
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　　
町
で
は
、
児
童
虐
待
の
防
止
や
適

切
な
養
育
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
子

ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、
福
岡
児
童

相
談
所
、
粕
屋
警
察
署
な
ど
の
関
係

機
関
や
団
体
で
構
成
す
る
「
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
」を
設
置
し
、

課
題
を
抱
え
る
子
育
て
世
帯
の
情
報

を
共
有
し
、
虐
待
に
つ
な
が
る
可
能

性
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た

め
、
育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
訪
問

な
ど
を
行
う
「
子
ど
も
を
守
る
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
強
化
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
庭
で
生
活
で
き
な
く H 

25

24
時
間
受
付

H 

26
H 

27
H 
28

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
里

親
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
中
で
育
て
ま
す
。
里
親

に
な
る
の
に
特
別
な
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
福

岡
児
童
相
談
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
■

H25 H26 H27 H28

身体的
虐待

24,245
（33％）

26,181
（29％）

28,621
（28％）

31,925
（26％）

心理的
虐待

28,348
（38％）

38,775
（44％）

48,700
（47％）

63,186
（52％）

ネ グ レ
クト

19,627
（27％）

22,455
（25％）

24,444
（24％）

25,842
（21％）

性的
虐待

1,582
（2％）

1,520
（2％）

1,521
（1％）

1,622
（1％）

合計 73,802
（100％）

88,931
（100％）

103,286
（100％）

122,575
（100％）

• 周
しゅうい

囲の方、地
ち い き

域の方へ
 「もしかして虐待？」と感じたら迷わず連絡を
「激しい泣き声がする」「不自然な傷やあざが多い」
「服や髪の毛がいつも汚れている」など、少しでも
気になる子どもがいたら、迷わずに児童相談所の全
国共通ダイヤル「189」番へご連絡ください。連絡
は匿名で行うこともでき、連絡後に虐待の事実がな
かったことが分かっても、責任を問われません。

• 悩
なや

んでいる子
こ

どもたちへ
 我

が ま ん

慢しないで相
そ う だ ん

談して
殴
なぐ
られたり蹴

け
られたりする、食

しょくじ
事をさせてもらえな

い、ささいなことで繰
く
り返
かえ
し叱
しか
られるなど、あな

たの心
こころ
が傷
きず
つくようなことがあるときや、あなた

の近
ちか
くにこのような友

とも
だちがいて気

き
になるときは、

児
じどうそうだんしょ
童相談所の全

ぜんこくきょうつう
国共通ダイヤル「189」番へ電

でんわ
話し

てください。

• 子
こ そ だ

育てに悩
なや

んでいる方へ
 子育ての悩みを一人で抱え込んでいませんか
子育てしていると自分の思うようにいかずイライ
ラしたり、他の子どもと比べて不安になったりと
いった感情は特別なものではありません。1人で悩
みを抱え込まず、宇美町子育て支援課や児童相談所
の全国共通ダイヤル「189」番へご相談ください。

児
童
虐
待
は
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

平成 28年度に全国の児童相談所が対応した児童虐待相談件数は、122,575 件。
平成 2年に調査を開始して以来、過去最多を更新しました。

家庭内という閉鎖的な場所で起きる虐待は、
発見が難しいことが大きな課題です。
子どもの尊い命を守るため、

私たちにできることは何か一緒に考えましょう。

増
え
続
け
る
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

町
の
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み

町
へ
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

☎ お電
で ん

話
わ

ください!
①虐待の連絡はこちらへ

番

▶児童相談所　全国共通３桁ダイヤル
　

▶福岡児童相談所 ☎ 586-0023
☎ 939-0110▶粕屋警察署

▶宇美町 子育て支援課 ☎ 933-1322

②子育ての相談はこちらへ
▶宇美町 子育て支援課 ☎ 933-1322
▶子ども支援オフィス（粕屋） ☎ 938-1205

■相談内容別 対応件数 単位：件

こんな時は
連絡を !

泥
ど ろ ぼ う

棒 を見つけたら 

ケガ をしたら 

虐
ぎ ゃ く た い

待かも？ と思ったら

1
ひゃく

1
と う

0 番
ば ん

1
ひゃく

1
じゅう

9
きゅう

番
ば ん

☎
ダイヤル

 1
い ち

8
は や

9
く

S
ス ト ッ プ

TOP! 児
じ

童
ど う

虐
ぎ ゃ く

待
た い特 集

■全国の児童相談所の児童虐待相談対応件数
単位：件

122,575

103,286

73,802

12万

13万

11万

10万

9万

8万

7万

88,931

「オレンジリボン」は、児童虐
待防止のシンボルです。オレン
ジ色は、子どもたちの明るい未
来を表し、「すべての子どもた
ちが幸福になれるように」とい
う願いが込められています。

オレンジリボン
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